
(1)第 13号 〈
〓 幸晨 平成 12年 5月 28日
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ま

た

、
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最
も
大
事
な
も
の
で
す
。
最
後
は
知
力

一　
待
さ
れ
て
い
た
が
、
春
先
の
寒
い
日
に
　
一　
と
が
で
き
る
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
一　
擁
す
る
ま
で
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

茨
高
の
私
設
応
　
一一　
協
調
性
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、

援
団
は
、
私
の
誇
り
で
す
。
誰
か
ら
い
　
一　
自
分
に
与
え
ら
れ
た
役
割
に
全
力
を
尽

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
　

―
し
て
い
る
と
い
う
白
覚
は
も

っ
て
い
　
一　
の
役
割
…
八
番
、
九
番
打
者
の
役
割
。
　
一　
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
高
校
野
球
界
は
七

ル
ー
ル
を
学
び
、
体
力
を
つ
く
る
上
で
　
一　
た
が
、
こ
の
私
塾堅
応
援
団
は
、
私
に

「茨

一　
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
勝
　
一　
十
年
以
上
の
歴
史
を
経
て
、
い
よ
い
よ

最
適
な
も
の
と
い
え
ま
す
。
公
平
に
楽

一　
一口同
の
」
野
球
部
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
　
一一　
利
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
カ
ギ
と
な
　
一　
充
実

。
繁
栄
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

し
く
ゲ
ー
ム
を
す
る
た
め
に
ル
ー
ル
が
　
一　
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
り
ま
す
。
四
番
打
者
や
ビ
ッ
チ
ャ
ー
ば
　
一　
ま
さ
し
く
ご
同
慶
の
至
り
と
申
し
上
げ

あ
る
こ
と
、
先
輩
後
輩
の
礼
儀
、
テ
ー
　
一　
　
反
面
、
も
う

一
つ
の
衝
撃
的
な
思
い
出
。
　

か
り
で
は
組
織
が
成
り
立
た
な
い
。
様
々
　
一　
る
べ
き
昨
今
で
あ
り
ま
す
。
我
が
茨
木

ム
ワ
ー
ク
等
々
、
社
会
生
活
に
必
要
な
　
一　
そ
れ
は
、　
一
年
後
輩
の
木
村
君
の
急
死
　
一　
な
個
性

・
能
力
を
も

つ
た
人
材
を
、
そ
　
一　
一局
校
硬
式
野
球
部
も
、
生
徒
数
減
少
の

こ
と
ば
か
り
で
す
。
体
力
や
精
神
力
に
　
一　
で
す
。
真
面
目
な
心
優
し
い
青
年
だ
っ
た
。
一　
れ
ぞ
れ
活
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
　
一　
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
年
も
１
４
名

至
っ
て
は
、
仕
事
を
こ
な
し
て
行
く
上
で
、
　

次
の
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
期

一　
が
う
ま
く
働
き
、
仕
事
を
遂
行
す
る
こ
　
一　
の
新
入
部
員
を
加
え
、
総
勢
４
０
名
を




